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再生紙を使用しています。�
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　鎌倉幕府の「御願寺」として、関東有数の格式を
誇りながら、詳細は謎に包まれた 真  慈  悲  寺 。
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　郷土資料館は市民ボランティアとともに調査を行
い、その謎の解明に取り組んでいます。
　９月１９日（日）は、この「真慈悲寺」の名を背銘に刻
む「阿弥陀如来坐像」（国指定重要文化財）が１年
に１度だけ公開されます。これにあわせて特別イベ
ント「百草山に幻の真慈悲寺を追う」を開催します。

（郷土資料館�５９２－０９８１）
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�� ９月１９日（日）午前１０時～午後３時�� 百草
八幡神社※直接会場へ
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�� ９月１９日（日）午前１０時から�� 京王百草園
�� 馬場憲一氏（法政大学教授）�� 入園料
実費
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�� ９月１９日（日）午前１１時から�� 京王百草園�� 郷土資料館学芸員
�� 入園料実費

����������
�� ９月１９日（日）�� 午後１時に京王百草園�� 真慈悲寺調査の会会
員�� 入園料実費

　講演、報告、現地ガイドはいずれも申し込みを※当日は京
王百草園入口前の公園で受け付け�� ９月１日（水）午前９時から
電話またはＦＡＸ�� 郷土資料館（�５９２－０９８１�５９４－１９１５）
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制
度
が
出
来
て
十
年
。
福
祉
が
大

き
く
変
わ
る
な
か
、
日
野
市
は
近
隣

よ
り
早
い
時
期
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

　

最
近
の
福
祉
は
市
か
ら
の
一
方
通

行
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
形
の
上
で
は

市
民
が
選
択
し
て
利
用
す
る
と
い
う

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
は
い
え
福
祉
の
範
囲
は
広
く
複

雑
で
、
行
政
に
も
ミ
ス
が
あ
り
得
ま

す
。
そ
ん
な
時
ど
う
す
る
。
担
当
者

に
異
議
申
し
立
て
の
声
を
上
げ
れ
ば

よ
い
で
は
な
い
か
、と
い
う
け
れ
ど
、

受
け
手
の
市
民
は
弱
い
立
場
。
お
世

話
に
な
る
行
政
に
な
か
な
か
モ
ノ
は

言
い
に
く
い
、
と
い
う
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
行
政
か
ら
は
独
立
し
た
機

関
と
し
て
「
福
祉
オ
ン
ブ
ズ
パ
ー
ソ

ン
」
が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。
弁
護
士

と
法
科
大
学
院
教
授
の
お
二
人
が
担

当
で
す
。
当
初
か
ら
専
門
知
識
を
生

か
し
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
や
関
係
機
関
が
進
め
る
福
祉
施

策
に
対
し
個
別
具
体
的
な
苦
情
申
し

立
て
が
あ
れ
ば
、
調
査
し
た
上
で
意

見
や
勧
告
を
与
え
ま
す
。
市
な
ど
は

勧
告
を 
真  
摯 
に
受
け
止
め
迅
速
な
対

し
ん 

し

応
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

加
え
て
、
市
民
か
ら
の
申
し
入
れ

が
無
く
て
も
、
市
の
施
策
に
不
都
合

が
あ
れ
ば
独
自
の
意
見
具
申
や
勧
告

を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
強
い
権

限
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

十
年
間
を
振
り
返
る
と
、
利
用
さ

れ
た
市
民
の
感
謝
は
も
と
よ
り
で
す

が
、
市
と
し
て
も
先
生
方
の
指
導
に

よ
り
施
策
の
改
善
が
進
み
ま
し
た
。

　

認
識
不
足
の
せ
い
か
、
ま
だ
利
用

が
少
な
い
よ
う
で
す
。
趣
旨
を
理
解

い
た
だ
い
て
更
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

も
ち
ろ
ん
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

は
し
っ
か
り
守
ら
れ
ま
す
。

　市教育委員会では、８月に新たな市指定文化財の指定を行いました。今号では
市指定有形民俗文化財に指定された日野宮神社の「木造菩薩立像（伝虚空蔵菩薩
像）」をご紹介します。 ���������������� （文化スポーツ課）

　今回指定された 木  造  菩  薩  立  像 （ 伝  虚  空  蔵  菩  薩  像 ）は、日野宮神
もく ぞう ぼ さつ りゅう ぞう でん こ くう ぞう ぼ さつ ぞう

社にまつられ、姿は観音菩薩像ですが、同社の本地仏である虚空
蔵菩薩として信仰されてきました。
　日野宮神社を鎮守とする四谷地区には、ウナギを食べないとい
う禁忌習俗（特定の物事を習慣的に避けること）を守っている方
々がいらっしゃいます。
　これは虚空蔵菩薩の使いがウナギであり、本像の天衣（肩から
垂らす長い布）がウナギに似ているのでおそれ多いためとされて
います。

▲木造菩薩立像（伝虚空蔵菩薩像）

写真提供・大正大学副島研究室

▲阿弥陀如来坐像
　（百草八幡神社所蔵）

　また、かつて多摩川の増水で堤防が決壊しそうになった時、虚
空蔵菩薩の使いであるたくさんのウナギが入り込んで堤防の穴を
ふさぎ、洪水から村を守ったので、これに感謝するためとも伝え
られています。
　本像は、このようなウナギを食べないという禁忌習俗と深くか
かわっており、日野市域の河川流域に暮らしてきた人々の生活感
を理解するうえで重要であることから、日野市有形民俗文化財に
指定されました。
　なお、本像は祭礼日を除き、通常は非公開です。詳しくは文化
スポーツ課へお問い合わせください。


